















































































































低〉高 10 13．3％山型 18 24．0％ 低く高 8 10．7％






































平均 0．53 0．09 0．46
sd 0．33 0．33 0．23
表7
高排差 低排差 高低差
平均以上 30 39 37?
40．0％ 52．0％ 49．3％












3 1 5①低〉高 4．0％ 1．3％ 6．7％山型
②低く高 5 0 46．7％ 0．0％ 5．3％
2 0 3①低≧高 2．7％ 0．0％ 4．0％谷型
②低く高 10 0 313．3％ 0．0％ 4．0％
上昇 17 2 11
22．7％ 2．7％ 14．7％
6 1 2下降 8．0％ 1．3％ 2．7％
注：数字は人数を示す。
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IV考察
1．　摂取カロリーにっいて、高温期に大食する人は一般型で、子宮が妊娠の準備状態にある
　　と推測される。しかし、このような大食をしない人達が認められた。生殖機能の未成熟
　　によるのか、やせ願望やダイエットによるのか不明である。
2．基礎体温にみられる体温差（個人内）について、一般型は低温日より排卵日の基礎体温
　　が低く、高温日は排卵日、低温日よりも高いルート型である。低温日と排卵日の基礎体
　　温の差がない場合や、排卵日の基礎体温が低温日より高い場合があることがわかった。
　　これは単に個人差なのか、それとも未熟から成熟にむかう過程か不明である。（注2参
　　照）
3．成熟に向かう過程は、斜線型から階段型、そのあとルート型へ移行していくと推定した。
　　個人内での測定結果では、基礎体温が排卵日から高温日にかけて、階段状からルート型
　　に上がる過程が19歳から20歳にかけてみられる。（鈴木4）2009未発表論文）
4．　低温日と高温日の一日の摂取カロリーについて、食べ方にむらがある人の場合、低温日
　　とした日が低温期の代表としてとらえていいか、また、高温日とした日が高温期の代表
　　としてとらえていいか、問題を残している。
（注1）深部体温測定法：体温測定方法の一つで体表の一部分を断熱壁でおおった状態で皮膚温度を測定
　　　する方法（医学大事典）2）。口腔の舌下での体温測定は体深温度に近いとされている（オムロン婦
　　　人体温計手帳）3）。
（注2）低温日：低温になっても2日間は高温期のホルモンの影響を受けることがあるので3日目として
　　　いる。
　　　高温日：排卵は低温期の最終日を中心とし、その前後2日を含めた5日間の時期に起こることが
　　　あるので高温になって4日目とした。
（注3）医学辞典によれば、排卵日は体温の降下を示す者もみられるが、必ずあらわれるものではないと
　　　いう。
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